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構の今井主席研究員らとカネカの田岡
リーダーらのグループは DNA やタン
パク質 -RNA 複合体をパーティクルガ
ンでコムギの茎頂組織に直接導入し，
外来遺伝子を含まず，組織培養も経な
いゲノム編集に成功した（Hamada 
et al. 2017，2018）。この他，低温プ
ラズマ (Yanagawa ら 2017) や電気穿
孔法等によるタンパク質 /DNA/RNA
の植物組織への物理的導入法，細菌の
タンパク質分泌装置などの生物学的導
入法で，ゲノム編集酵素を直接植物組
織に導入しゲノム編集を行う技術の開
発に取組んできた。このような応用技
術を汎用的に農作物に適用するために
は，それぞれの作物・品種に最適な方
法を見つける必要があり，植物への各
種導入法は今後，開発研究を加速させ
て選択の幅を広げていく必要がある。

4. SIP 成果知財カタログの
作成　　

ここで述べてきた SIP 次世代農林
水産創造技術で開発された技術につい
ては，その多くが特許出願された。一

つの技術だけでは一連のゲノム編集作
物の作製は完了できないが，複数の
技術を組み合わせ，個々の作物に応
じた技術として適用することで培養
の難しい作物のゲノム編集や我が国
の規制に対応可能なゲノム編集作物
の実用化を実現する道が拓けてくる
と考えられる。そこで，SIP 成果の出
願知財概要を一つにまとめた「知財
カタログ」; http://www.naro.affrc.
go.jp/laboratory/brain/sip/sip1_
topix_2-1-01.pdf を作成した。ご興
味のある方は著者にお問い合わせいた
だければ幸いである。

なお，本稿で紹介した調査，技術開
発研究は，内閣府 戦略的イノベーショ 
ン創造プログラム (SIP)「次世代農林
水産業創造技術」「スマートバイオ産
業・農業基盤技術」( 管理法人：農研
機構 生研支援センター ) によって実
施された。
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令和元年 12 月 6日に公表された平成 30 年農業経営統計調

査から，営農類型別の個別経営及び組織法人経営の経営収支（農

業粗収益―農業経営費＝農業所得）を表にまとめた。

農業粗収益についてみると，個別経営では，施設花き作 >施

設野菜作 >畑作 >露地花き作 >果樹作 >露地野菜作 >水田作の

順で，水田作の粗収益は施設花き作の 2割弱となっている。

一方，組織法人経営での粗収益は，露地野菜作>施設野菜作>

畑作 >施設花き作 >水田作 >果樹作 >露地花き作の順となる。

露地野菜及び水田作では組織法人経営での粗収益の増加は，個

別経営の 20 倍前後に高まっている。露地野菜作では 2.6 倍，

施設花き作では 4倍に止まっている。

所得率（農業所得÷農業粗収益 ×100）をみると，水田作及

び畑作では組織法人経営になると所得率は上昇しているが，そ

れ以外の営農類型では軒並み所得率が下がっている。特に，水

田作，畑作では営農規模（作付延べ面積）の拡大に，労働時間

の省力化が伴い経営費の増加を抑えているが，それ以外の営農

類型では，規模拡大による組織法人経営で粗収益は増大してい

るが，それに伴う労働時間の短縮など経営費の削減が十分でな

いと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　（K.O）

営農類型別の個別経営及び組織法人経営の経営収支
　統計データから

農業粗収益 農業経営費 農業所得

個別経営 2,649 2,093 556 21.0 183a 837

組織法人経営 49,439 34,383 15,052 30.4 3,594.3a 8,114

個別経営 9,053 6,189 2,864 5.6 510.6a 2,388

組織法人経営 81,955 66,206 15,749 19.2 4,007.3a 11,991

個別経営 6,399 3,954 2,445 1.6 104.8a 2,904

組織法人経営 132,071 112,478 19,593 14.8 2,491.7a 24,914

個別経営 12,916 7,838 5,078 39.3 4502㎡ 5,492

組織法人経営 119,522 101,597 17,925 14.9 38,695.4㎡ 33,708

個別経営 6,420 3,880 2,540 39.6 102a 3,146

組織法人経営 42,502 33,010 9,492 22.3 664.8a 16,427

個別経営 7,175 4,520 2,655 37.0 77.2a 4,012

組織法人経営 19,198 17,770 1,428 7.4 193.7a 8,264

個別経営 16,047 11,622 4,425 27.6 4587㎡ 6,533

組織法人経営 65,157 63,250 1,907 2.9 9,877.3㎡ 21,080
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